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Ⅰ　研究の目的

水田稲作の開始によって，採集・狩猟・漁撈の獲得経済から生産経済に移行しはじめた弥生時代

は，わが国の歴史や文化を考える上での大きな画期であった。金属器の製作・使用などの技術革新，

集団同士の戦争，耕地化によってもたらされた環境破壊，漢王朝や朝鮮半島南部との交流にともな

う国際化などは，日本文化のひとつの源流をなすものであった。

ところが，弥生人の生活や生産の拠点となった集落については，十分に明らかにされたとは言い

難い情況にある。そこでその数量，地域的かつ時期的な偏差，個々の消長，地域全体の消長，形態・

規模・構造，あるいはそこで消費され残された出土品をとおしての生業や手工業のありかた，さら

には宗教施設や首長居宅の様相等々を，日本列島における集落遺跡の集成的研究から試行してみよ

うとするものである。そのため，都道府県単位の各地の考古学研究者に協力を求めて，縄文後期ご

ろから弥生時代全般にかけての集落遺跡を全国的に集成し，一定の基準にもとづいて整理・刊行し，

今後の研究に向かって基礎的資料の充実をはかり，もって共同利用に資することを目的とする。
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